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１面

地
域
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
御
理
解
、
御
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
当
協
議
会
は

平
成
２
６
年
４
月
の
設
立
か
ら

今
年
満
６
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
支
え
続
け
て
い
た
だ
い

た
各
専
門
部
の
部
長
は
じ
め
、

部
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
で
、

生
石
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
着

実
に
進
展
し
て
お
り
、
え
ひ
め

国
体
の
開
催
に
併
せ
た
活
動
、

地
域
と
地
元
企
業
の
連
携
に
よ

る
防
災
訓
練
、
新
た
な
高
齢
者

自
立
支
援
策
な
ど
、
生
石
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
、
協
議
会
設
立
前
の
準

備
期
間
の
２
年
と
設
立
後
の
６

年
を
合
わ
せ
８
年
間
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま

す
と
、
当
初
は
何
を
旗
頭
に
進

め
る
の
が
よ
い
か
あ
れ
こ
れ
悩

み
ま
し
た

が
、
当
時
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
非
常
に

強
い
関
心
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
は
ま
ず
防
災
に
取

り
組
む
こ
と
で
多
く
の
人
た
ち

の
協
力
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
津
波
か
ら
の
避

難
所
と
な
り
得
る
「
垣
生
山
整

備
」
を
一
番
に
揚
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
垣
生
山
整
備
で
ど
ん
な

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
何

度
も
協
議
を
重
ね
、
手
探
り
状

態
で
し
た
が
、
地
権
者
の
皆
様

を
は
じ
め
、
公
民
館
、
区
長
会
、

土
地
改
良
区
等
の
協
力
の
お
蔭

で
、
垣
生
山
の
新
た
な
魅
力
が

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
垣
生
山
の
桜
の
植
樹

を
き
っ
か
け
に
、
垣
生
山
が
映

画
『
陽
光
桜
』
監
督
の
眼
に
留

ま
り
、
ロ
ケ
地
と
し
て
採
用
さ

れ
、
映
画
の
協
力
団
体
と
し
て

そ
の
名
を
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー

ル
に
刻
ま
れ
た
こ
と
は
、
私
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。

私
は
、
今
期
を
も
ち
ま
し
て

新
会
長
に
バ
ト
ン
を
お
渡
し
し

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
『
誰
も

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
生
石
地
区
』
づ
く
り
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
地
元
企
業
、

団
体
の
御
支
援
と
地
域
の
皆
様

の
御
参
加
、
御
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長

福
山

勝
幸

垣
生
山
整
備
か
ら

手
探
り
で
～

令和２年元旦、恒例の「初日の出鑑賞垣生

山登山」、あいにくの分厚い雲に覆われた石

鎚山系、例年になく山頂には大勢の人たちが

登り、今か今かとご来光を待っていましたが、

諦めて下山する人もいる中での令和初！の初

日の出鑑賞垣生山登山てした。

＜材料＞

☆だし ；２００ｃｃ（かつお、

昆布だし）

☆塩 ；約２ｇ

☆薄口しょうゆ

☆卵（Ｍサイズ）；５個

＜作り方＞

１．だし２００ｃｃの中でみそこ

しを使い、卵５個をよくかき

混ぜる（綺麗に仕上がる）

２．３～４回に分けて焼き上げる

３．焼いた玉子は「巻きす」にとり

巻いた後少し傾けながら余分な

水分を取る。

４．後は適当に切りわけて食する。

好みで塩加減！

だし巻き玉子作ってみませんか！

南吉田町「 」
今も南吉田町の「挿桃神社」において「子ども相撲大会」が行われて

いると聞いて懐かしく思い出しました。私が参加したのは半世紀以上も

前になりますので記憶もおぼろげですが、立ち合い前の緊張感などは

はっきり覚えています。勝ち進むと横綱となり、幼児を抱いて土俵入り

を頼まれたり、ご褒美をいただいて嬉しくもあり、誇らしい気持ちに

なったのを思い出します。

この相撲大会の謂われは定かではありませんが、子ども

たちの成長を願って行われてきたものと思われます。今で

は新学期が始まる前の土曜日に園児から小学６年生までの

児童を対象に行われているようです。門田慎二（記）



講
座
を
実
施
し
、
現
在
も

続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
高
齢
化
の
状

況
を
踏
ま
え
、
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
、

「
若
々
し
い
筋
肉
と
骨
で

何
時
ま
で
も
元
気
に
」
等

の
高
齢
者
の
自
立
支
援
の

為
の
講
座
を
、
高
齢
ク
ラ

ブ
、
交
流
サ
ロ
ン
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
。今

後
は
、
地
域
の
実
情

に
根
差
し
た
息
の
長
い
活

動
を
実
行
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
お
願
い
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
６
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私は主に次の事項に取り組みました。

①町内会・自治会・高齢クラブを対象に防災講習会の実施

②各家庭で防災・減災対策の啓発資料として防災パンフレット

の作成・全戸配布

③災害時に必要な情報の具体的な伝達・収集方法等をまとめた

周知用チラシの作成・全戸配布

④高齢者や障がい者等の災害時要支援者の避難支援を円滑に行

うため、自主防災組織連合会と連携して避難行動要支援者名

簿（乙種）の取得

⑤交通危険箇所を調査し交通安全マップの作成相次ぐ想定外の

事態が全国各地で起こっています。今後も生石地区の各組織

が連携し「安全安心で人にやさしいまちづくり」に係る各事

業に取り組む必要があると思います。

今年の３月で６年間の部長職が終わります。松山市教育会生石

支部の代表として参加し、部長に選出されて６年あっという間で

した。高岡町の垣生山公園管理協力会やまちづくり協議会垣生山

整備部のおかげできれいに維持されている垣生山での低山歩きや

頂上学習会が定着したことが、まず大きな成果です。最初に登っ

たのは、「山の日」が祝日になった平成２８年の８月１１日でし

た。頂上での学習会で一番多く使ったのが「生石地区史跡めぐり

マップ」です。広報部の曽木さんに写真を撮っていただき、部員

が分担して原稿を書いて、多くの方の助けを借りて平成３０年に

作り上げることができました。これからも一部員として教育文化

部の活動を楽しみながらしていきたいと思ってます。

福
祉
部
長

田
中
正
昭

生
石
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
副
会
長
と
し
て
６

年
前
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
福
祉
部
部
長
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

初
年
度
は
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
部
員
全
員
で
議
論
を

し
、
短
期
、
中
期
、
長
期

の
事
業
計
画
を
検
討
・
作

成
し
ま
し
た
。

短
期
計
画
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
福

祉
部
員
の
成
果
を
実
感
す

る
た
め
に
、
地
域
の
福
祉

に
関
す
る
情
報
、
ま
た
日

常
生
活
に
必
要
な
情
報
を

生
石
地
区
の
地
図
に
ま
と

め
た
福
祉
マ
ッ
プ
を
民
生

児
童
委
員
協
議
会
の
協
力

を
得
て
作
成
し
て
、
全
戸

配
布
し
ま
し
た
。
全
戸
配

布
に
際
し
ま
し
て
は
、
地

域
活
動
連
絡
協
議
会
の
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
力
し
て
高
齢
者
の

自
立
支
援
の
た
め
の
福
祉

日
常
生
活
に
密

着
し
た
取
り
組

み
と
支
援
！
！

生活安全部長 三好利満

Ｈ３０年７月６

日の西日本豪雨

で垣生山で発生

した土砂崩れ現

場と復旧活動！

皆んなで垣生山頂上学習会！

教育文化部長 替地和人

生石地区福祉マップ認知症サポーター養成講座

（Ｈ２９年４月１日撮影）垣生山西面全景

標高；118m

２面



　

Ｈ３０年２月１９日

南吉田東バス停前の

湯ノ口歩道橋改修工

事が完了し通行可能

に！

Ｈ２８年８月１１

日県道２２号線鯛

崎交差点に歩道橋

完成！

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

北吉田診療所

循環器科・内科・消化器科・小児科

松山市北吉田町１０１９-１

TEL ９６５-４１８０

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」

に、ご寄付を賜りました、各事業

者の皆さま、誠にありがとうござ

います。

今後ともご支援、ご協力をよろ

しくお願いいたします。

Ｈ３１年３月２７日撮影映画「陽光桜」垣生山ロケ(Ｈ２７年３月２５日)

垣生山西側展望図

松浦日出夫さんの作品

第１回「陽光桜を見る会」（Ｈ２８年３月２８日）

Ｈ２９年元旦初日の出鑑賞登山

Ｈ２９年より松山空港「空の日フェスタ」で生石

地区まちづくり協議会の特設コーナーを開設させ

ていただき、生石地区の情報発信を行っています。

生石地区の史跡案内図除幕

式（Ｈ２９年３月２８日）

まちづくり協議会発足総会 (Ｈ２６年４月12日)Ｈ２５年まちづくり協議会発足準備学習会

佐伯光彦さ 山野弘さ
松浦日出夫さ

食材からゴミを減らす！を

目的に、親子で学ぶエコ

クッキング教室！

ロゴマーク決定！！(Ｈ２８年５月19日）

垣生山展望図除幕式（Ｈ３０年３月31）

垣生山で陽光桜植樹式(Ｈ２６年２月２日)



４面
生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shouseki-machi.jpn.org

１月２４日（金）９時３０分～生石公民館において、

恒例の男性料理教室を、木村典子先生をお招きして、食

生活改善推進協議会員の皆さんの指導の下行われました。

献立は、メタボ予防を意識して、「白身魚のムニエル・

にんじんソースかけ」「水菜とリンゴのサラダ」「野菜

スープ」「パインアップルゼリー」でした。

参加者は３０名、楽しく真剣に取り組んだかいがあっ

て、作った料理は全部たいらげることができました。

時代は高齢化がはげしく、自分で料理しなければなら

ない機会が増えています。今後ともよろしくご指導をお

願いします。 坂東梅男（記）

木村典子先生指導の下、真剣

に調理に取り組む男性料理教

室参加者の皆さん

天皇皇后両陛下ご来県！

空手少年男子組手の

部で優勝した園田雅

人さん（写真↑左）

とボーリング少年女

子個人で優勝した泉

宗心音さん（写真↑

右）共に生石地区在

住者です。

えひめ国体開会式で選手宣誓

を行った中矢 力さん（柔

道）と伊藤 愛里さん（陸

上）は共に西中学校の同級生

楽しく！真剣に作った料理に舌鼓！！

写真提供；愛媛ＣＡＴＶ

国体を控えみんなで空港通りを大

掃除！（Ｈ２９年９月２３日）

サルビア苗ポットとプランター、土などを配布。各

家庭で育てたサルビア（プランター１８７鉢）を回収

して、国体期間中空港ビル前のロータリーに展示しま

した。

生石地区まちづくり協議会は、令和２年４月で発足後６年、今号では６年間を

ふりかえり、生石地区で起こった主な出来事をフォト特集しました。

今年、５６年ぶりに開催される東京オリンピック！どんな感動のドラマが生ま

れるのでしょうか？ただ心配なのは、新型コロナウイルス感染症の拡大です。

今号をもちまして、編集責任者としての任を終えることとなりました。つたな

い編集ではございましたが、これまでご協力いただきました皆様に心よりお礼を

申し上げます。今後さらに皆様に親しまれる通信紙をめざし微力をつくしていけ

ればと考えています。石本 隆廣（記）

「はたちのことば」を述べ

る熊川貴仁さん(写真左)と

犬飼瑞希さん

＜ 編 集 後 記 ＞

国体開会式 県総合運動公園陸上競技場 （Ｈ２９年９月３０日）

空港ビル前にサルビアの花展示！

４月 １日（水）生石保育園入園式

４月 ８日（水）さくら・生石小学校入学式

４月 ９日（木）西中学校入学式

４月１９日（日）生石八幡神社春祭り

４月２３日（木）生石地区まちづくり協議会総会

花植え講習会

令和２年１月１２日（日）１０時～生石公民館において、

生石地区から総勢１８６人（男；１００人，女；８６人）を

迎え成人式が行われました。

今年から式典は、男女別に椅子席が設けられ、式典終了

後、立食形式のテーブルに置き換え、恒例の「はたちの同

窓会」が行われました。各テーブルには、飲み物やシフォン

ケーキ、お菓子などが用意され、久しぶりに会った仲間との

賑やかな会話や写真撮影などが行われ成人式を祝いました。


